　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１３．４．１１
　　早春の樹木観察　　（樹々の目覚め・芽吹き）
　MNC　　児玉　勝久
　今年も多くの新しいメンバーを迎えることになりました。そこで復習も兼ねて早春の樹木の生き様と、観察のポイントをまとめました。樹木観察の参考にして下さい。
１．樹木の１年の生活。

・冬期　：初冬の低温期は冬芽を目覚めさせます。樹木にとって寒さは必須です。（休眠打破）

・中冬～早春期：休眠から目覚めた冬芽は、気温の上昇に伴って成長を始め、やがて開花、あるいは葉の展開を始めます。

・中春期：多くの樹木がこの時期に枝葉を展開し、花を咲かせ、交配し実をつけます。

　　　　　大抵の常緑樹では新しい葉の展開と同時に古い葉の一部あるいは大部分を落葉します。
・晩春～初夏期：枝葉の伸長を終えて緑を濃くします。日照時間が長く、適度な気温のこの時期に樹木は最も光合成の盛んな時期と言えます。子孫を残す為の果実や種子を太らせる。また、この期に開花したり、果実を成熟させる樹木もあります。（夏材形成）
・夏期：この季節も前の季節に引き続き、光合成を行いますが、多くの植物にとって過度の暑さは敵、葉の裏面の気孔からさかんに水分を蒸発させ、葉身の昇温を防ぎます。この為にかなりのエネルギーが消費されます。また、生成された養分も果実や種子を肥育させると共に、殆どの樹木で、夏の終わり頃には次年度にそなえ、冬芽を作る為に使われます。
・秋期：日照時間が短くなり気温が下がってくるに従い、光合成能力が落ちて来ます。気温が低くなることで落葉樹では葉を落とす準備を始めます。この過程で葉の色が赤や黄色に色付きます。そして、落葉、冬期に備えます。

　　　　又、ドングリの仲間やカエデの仲間等多くの樹木が果実を成熟させます。

・厳冬期：殆どの樹木は生長を停止し、冬芽という姿で寒さと乾燥の季節を耐えます。

２．冬芽の目覚めと展開

２－１．冬芽の展開の時期を決める要素・・・・冬芽は何を感じて目覚めるのか？
　　・休眠打破：冬芽の目覚める条件は低い温度とその期間　初冬～冬期の気温が影響する。
植物の南限が決まる。例えば、ソメイヨシノ　・・・最低気温５℃以下の期間を要す。
　　　　　一般的には落葉広葉樹では　７℃以下の期間が８００～１０００時間必要とされる。

　　　　　（　ナシの場合は７．２℃以下の期間が８００時間以上必要との研究報告あり。）
　　・休眠打破後の冬芽の成長はその後の気温に左右される。特に２月、３月の気温が影響する。

　　　　ソメイヨシノの場合・・・３月の平均気温　（９～１０℃）を標準とすれば・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　１日の平均気温　５℃　　　０．３日分の成長速度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５℃　　　３日分の成長速度とされる。
　　・葉芽と花芽では休眠打破の条件が異なる場合がある。

　　　　ソメイヨシノ　ｖｓ　ヤマザクラ　
　　・昨年度のソメイヨシノの開花は、１２月の気温が高かく、年末～１月末の気温は平年以下と低くなった関係で休眠打破の時期は若干遅くれた予想された。またその後の気温は、寒暖の繰り返しで予想の付き難い状況にあったが結果は平年に比べ５，６日遅れとなった。今年は１２月の気温が低く、早く休眠打破され、１,２月の気温も平年並み、開花も平年並み、大阪では３月２８日、神戸は３月３０日と予想されている。
　　＊なお冬期の低温期は樹木だけでなく、草本の種子、球根類についても必要である。

　　・春に発芽し、種子をつくる草本・・夏期に休眠し、秋に発芽しない。寒さを感じ始めて発芽する。
　　・球根類・・・チューリップ、ヒヤシンス等冬の寒さ（低温）を感じ花芽を形成する。（春化）
２－２．冬芽の展開の順序
　＊葉の展開の前に花芽を展開する種
　　梅、桃、ヤブツバキ、ミツマタ、コブシ、サンシュユ、ハルニレ、アオモジ、ソメイヨシノ、等
・一般に早春に花をつける種の冬芽は花芽と葉芽に分かれている。
　　（　休眠打破に要する低温期が花芽と葉芽で異なる、あるいは休眠打破後の温度ｘ期間の長短が葉芽と花芽で異なる種が該当）

　　・コバノミツバツツジに関しては、葉と同時展開するケースも多い。

　＊葉の展開前に花序が開花する種
　　　ヤナギの仲間、カバノキの仲間　早春に花粉を撒く。

　　　　　ネコヤナギ、ハンノキ、オオバヤシャブシ・・・風媒花。
　　　落葉の針葉樹　　ヌマスギ、メタセコイア、イヌカラマツなど
　＊葉と花がほぼ同時に展開する種
　　・ヤマザクラ、クロモジ、ハナミズキ、ヤマボウシ等　
　　　　冬芽は花芽と葉芽に分かれている。
　　・エノキ、アラカシ等ドングリの仲間の一部　(　混芽と花芽、葉芽の区別は困難　)
　　　　　新枝の基部に雄花・先に雌花のつくものが多い。

　　・ドウダンツツジ　（アオキ）（　混芽、葉芽　区別困難　）

　　　　一個の頂芽から複数のシュートと花が同時展開する。花序は葉腋でなく、分枝基部からでる。
　　・タブノキ、ホソバタブ
　　　　一個の頂芽から分枝したシュートを展開する。（花も・・）
　＊葉の展開後に花をつける種
　　　カナメモチ、トチノキ、ユリノキ、等
　　　　新枝の先に花をつける種、花期が遅いのはこのタイプの種
　　　　花や実は１年枝につく。
・常緑樹の冬芽の展開も上記の落葉樹の何れかのタイプの芽吹きをする。
２－３．花芽の展開
　＊一つの花芽から何個の花を展開するか？
　１：１型　ウメ、モモ、カリン、ボケ、ツバキ、モクレンの仲間等　多数
　１：２～５　サクラ、カイドウ、ツツジの仲間等　一般に花柄がある。
　　　　　　(　果実は小型である。　)

　１：１０～３０個　サンシュユやアオモジ等クスノキ科の仲間。
　　　　　　（　花・果柄がある。）

　　　多数の雄花　：　ヤナギの仲間、ブナ科、カバノキ科の雄花花序、等
　
２－４．早春の花の構造
　　・普通花の構造は外側からガク、花弁、おしべ、めしべの順に配列するが、例外も多い。

　　・ミツマタ　　花弁がない、花に見えるのは顎筒で先は４裂する。ジンチョウゲも同じ。
　　・コブシ、タムシバ等花弁様の外の３枚がガクに相当、中の３枚が花弁に相当するが区別が難しい
　　　ので両者を合わせて、花被片という。（　内花被片、外花被片　とも言う）
　　・ヤマボウシ、ハナミズキ：　花弁のように見えるのは苞（総苞）（実際の花は中央の球形のもの）
　　・サトイモ科の花：佛炎苞をもつ。ザゼンソウ、ミズバショウ、ウラシマソウ等
　　　　　　　　　　　　　ウラシマソウ：花序の付属体が覗く。

　　・キク科　：舌状花と筒状花が花床上に配列する。
　　・スミレの仲間（墨入れ形）　マメ科の仲間
　
３．枝・葉の展開

３－１．葉芽の開葉　

　＊短枝の芽
　　　１個の芽から１枚の葉を出す　・・・・　カツラ（花が咲いた後、葉を展開）
　　　１個の芽から複数の葉を出す　・・・・　イチョウ、アオハダ
　　　１個の芽から複数の葉と花を展開する・・・イチョウ、アオハダ

　　　サクラは？　　　花の後または同時に、枝葉を伸ばす。

　＊長枝の芽
　　　１個の芽から多数の葉を展開する。　　　　　　　　　・・・・タラ、ハゼノキ等
　　　１個の芽から１本のシュートを展開し枝分かれしない種　・・・・　ブナ科等多数
　　　　　　（鱗芽の場合は分枝の基部に芽鱗痕が残る）
　　　１個の芽から１本のシュートを展開し分枝する種　　・・・・　タブノキ、ミツマタ
            （分枝部に芽鱗痕等が見られない　－　同時枝：主軸と側枝を同シーズンに伸ばす）
　　　１個の芽から数本のシュートを展開する種　　・・・・　ドウダンツツジ、アオキ
　　　　　　（花序は分枝基部から出るものがある。・・上記の２種）

　　　１個の芽から短枝を展開する。

　　　　　　（メタセコイア、ラクウショウ、ケヤキ等）
　　＊裸芽の展開　：芽鱗痕が見られない。開葉形式はいろいろ。

　＊ケヤキの葉の展開

　　　・花をつける枝葉（短枝）が先に開葉する。（葉の大きさは小さい、受粉と相関する？）

　　　・短枝の展開後に長枝の葉が展開する。

　　　・なお短枝は秋に枝ごと葉と種子を付けて落ちる。
　＊新葉の展開時の紅葉
　　　アントシアニン系色素：紫外線対策及び蒸散抑制対策　
　　　　　　　　　　　　　　・カナメモチ、モミジの仲間

　　　　　　　　　　　　　　・クスノキ等、品種によって芽吹きの葉や枝の色が異なる！

　　　赤色の星状毛に覆われる：アカメガシワ、効果は上記と同じ　

３－２．葉の展開
　　新枝・若葉の開き方に３つのタイプの開葉様式があります。
＊一斉開葉型：ハルニレのようなニレ科、ブナ、ミズナラ等のブナ科、トチノキのように、芽が開いた後、わずか２週間のうちに新しい枝を伸ばし、すべての葉を開いてその年の体制を完成させ、それ以後はめったに新しい葉を開かない展開様式。枝の基部に芽鱗痕が残る。
＊順次開葉型：前者とは逆に長期にわたって１枚づつ順々に葉を開いていく様式。典型的な例はカバ
ノキ科のケヤマハンノキやオオバヤシャブシなどで、４月上旬ごろに芽を開き、最初に１枚の葉が現れ、その葉が大きく広がると共に２枚目の葉が現れます。この間ほぼ１週間です。それ以後８～１０月頃まで、ほぼ週１枚の割合で葉を開けつづけます。よく伸びる枝では、３０枚もの葉が開くことになります。

　（　一斉開葉型の樹木でも、若木や萌芽、徒長枝はこの形式をとります。）

・中間型（一斉＋順次開葉型）：１～数枚の葉が一斉開葉し、しばらくたってから新しいシュートを
　展開してゆく様式。
＊カツラの例―早春に１枚の葉が開きます。この葉は基部が心型で全体には丸型の葉となります。
　(短枝葉）しばらくして、枝先からシュートが伸び対生する２枚の葉を順次展開してゆきます。
　この葉（長枝葉）は上記のものとは異なり基部が鋭形の葉となります。

・土用芽　：ラマスシュート　いったん成長した芽を再び開いて、1シーズンに２～３回伸びる。
　　　　　　コナラやクヌギの若い樹で良く見られる。
＊＊ヤマモモ、キョウチクトウ等は冬芽を作らず、ほぼ年間を通じて葉を展開します。（南方系）

３－３、枝の展開様式
　＊基本的には樹木の冬芽は頂芽が大きく、優先的に伸長する。

　　・頂芽が優先して長期間伸びる・・・（頂芽優先樹種）

　　　　　樹形は円錐形となる　・・・　針葉樹　・・・・（短軸型伸長）
　　・ある程度の樹高までは頂芽が優先伸長する。

　　　　　殆どの樹種　・・・樹高が決まる。　　以後は仮軸型・・・横広がりの伸長に移行。
　　・側芽の伸長が優先する樹種・・・仮軸型伸長
　　　　　頂芽が花芽となる樹種　・・・・　ハナミズキ、ヤマボウシ

　　　　　頂芽の伸長が抑制される　・・・　イヌビワ、アカメガシワ
　　　　　・仮軸型伸長の樹木の特徴　・・枝が波状に横広がりとなる。
４．春の樹木観察のポイント等
　基本的には２、３項で記述した、樹木の生活、生き様の「春」の部を観察することになります。
４－１．冬芽の展開
　早春から中春にかけ、冬芽が展開し開花や若葉の芽吹きが観察される。芽を包む芽鱗の変化や脱落の様子、葉の展開の様子、芽吹き（冬芽からの）開花時期等が対象。
４－２．新葉・枝の展開と落葉
大部分の樹木の冬芽は４月中には展開し、日に日に緑を濃くしてゆきます。
　・新葉枝の展開の様子
　　　　一斉開葉、順次開葉、生長に伴い脱落する毛をもつ種もある。
　・新葉の色の変化
　　　　開葉初期は赤味を帯びた葉が多い。（なぜ？）
　　　　また、成長に伴い脱落する毛を持つ種もある。
　・新しい枝の展開様式
　　　　単軸型の展開　　針葉樹、イチョウ、ポプラの仲間、若い木の枝
　　　　仮軸型の展開　　横広がりの樹形形成、成熟した樹木の樹冠部（ハナミズキ、イヌビワ）
　・照葉樹では新葉・枝の展開に伴い旧葉の落葉が見られる。
　　　　樹種によって残留する葉の割合は異なる。
　　　　スダジイ、クロバイ（殆ど全部が交代、当年の葉がほぼ１００％　）
　　　　タブノキ（１年前の葉が５０％残る　）
　　　　アカガシ（１年前の葉６０%、２年前の葉が３０％残る　）、

　・不用となった枝を落とす・・・クスノキ

４－３．開花
一部の樹種を除いて春期は花の季節であり多くの花が観察できます。
　・両性花　（雄しべ、めしべを持つ）　バラ科等
　・両性花と雄花（同株・・カキノキ）
　・雌雄異花
　　　同株　ブナ科、ヤシャブシ類、ナンキンハゼ、等
　　　異株　モチノキ科の仲間、ヤナギ科、イチョウ、カツラ、アオキ、等、
　・媒介法と花のつくり、（　蜜標等　―　ツツジの仲間、）
　・送粉者との共生関係、マルハナバチ　ー　ブナ科　　　　　　　
４－４．果実
花の後には結実、受粉から成熟までの期間は樹種によりいろいろ。散布の方式とも関連する。
春に成熟する樹種は少ないが・・・・。
・晩秋に開花、結実する種　ナワシログミ、ビワ．ヤツデ　等　
・成熟の早い例　早春に開花、中春から晩春に果実を成熟させる種
　ヤナギ（楊）の仲間、柳じょ、：風散布（種の寿命が短命、湿潤な初夏に着地、発芽の要）
　バラ科、イチゴ類、サクラ類、　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
参考１．過去の桜の開花【日本気象協会　関西支社】
　　　　　　　　　　　平年　　　　　　　一昨年　　　　　　　昨年　　　　　Cf．２０１０年
　＊京都　　　　　３月２８日　　　　　３月３０日　　　　　４月　３日　　　　　３月２０日
　＊大阪　　　　　３月２８日　　　　　３月３１日　　　　　４月　２日　　　　　３月２１日
　＊神戸　　　　　３月２８日　　　　　３月３１日　　　　　４月　２日

　参考２、今年の神戸の１２～３月（冬期）の気温
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